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平成２５年（２０１３）１月１日号（４）

　表題は日野原重明・聖路加国際病院名誉院長の言葉です。人間がお互い
に助け合うことの必要性や、そのために尽くすことのできる機会が自分に
与えられていて、その中で「自分が成長していくんだ」という気持ちを持
つような媒体として、ボランティア活動が、広がっていくことの大切さを
先生は説かれています。
　わたしは学生時代から、ボランティア活動を続けています。ボランティ
ア活動は、自分が持っている弱さ、自己保身、自己絶対化を自覚した上で、
それを乗り越える努力のプロセス（過程）であること。ボランティア精神
には「意気負いこむ」というようなことが、ないほうがよいこと。一人ひ
とりにはないが、大勢集まって一つのことをしていると、集まった力が有
効に働き出すこと。ボランティアの働きを高めるのは集団、グループの力
であり、交わりであること。そして、ボランティアの経験は結局、自分の
ところに戻ってくること。生涯の生きかたの中に、他者のためという心の
優しさが投影されてくること。私はボランティア活動を通して、たくさん
のことを学ばせて頂いております。
　また「人は援助することで、最も援助を受ける」（リースマンの「援助
者治療原則」）や「人は誰かを支えているとき、そこから恵みを受けてい
ることを忘れてはならない」（石井亮一）などの言葉もあります。この恵
みを実感し感謝して、ボランティア活動を続けていくことは、自分自身の
成長につながっていくことと、私は考えています。
ボランティア活動では「自己満足」「思いあがり」「独りよがり」「自画自
賛」「親切の押し付け」など自分自身で戒めることも大切です。そしてボ
ランティア活動は、誰かから強制されたり、義務として押し付けられるも
のではありませんから、肩の力を抜いてボランティア活動をしてみません
か。
著・成田地域生活支援センター　尾内保之氏（精神保健福祉士）

ボランティア上手は「生きかた上手」

シリーズ・心の道標碓42 

■問 社会福祉課障害福祉班（緯内線268）
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 民生委員・児童委員に
　　吉谷公江氏を委嘱怯携帯電話からの110番は

　こんなことに気を付けて！
①現在地を確認してください
　（電柱の住所表示、交差点名、
　バス停名、大きな建物など
　を目印にする）。
②つながりにくい場合は、場
　所を変えて電話してくださ
　い。
③車を運転中の場合は、必ず
　安全な場所に止めてから通
　報してください。
④印西警察署管内の県境付近
　（利根川沿い）では、隣接の
　茨城県警察本部につながる
　ことがあります。この場合
　は、電話に出た警察官の指
　示に従ってください。
【各相談窓口】

胸総合相談（相談サポートコー
ナー）
　緯043―227―9110
　短縮ダイヤル（緯♯9110）
胸運転免許について
・千葉運転免許センター
　（緯043―274―0111）
・流山運転免許センター
　（緯04―7144―0111）
碓伺 電話をする際のお願い
　電話番号を間違えた場合は、
必ず間違えた旨を告げてくだ
さい。無言のまま切ると、事
件発生と誤認し、警察官が出
動。その後も現場の調査をす
る必要が生じるため、本当に
事件が起きた場合、出動に遅
れが生じる場合があります。
■問 印西警察署（緯碓42 0110）。

1月10日は「110番の日」
　みなさんのあたたかい善意を心からお
待ちしています。
　なお、日本赤十字社の製造能力を超え
る需要については、国の指示・指導により
一部国内製薬企業が製造販売を行ってい
ます。
■時 1月16日我・午前10時～11時45分、
午後1時～4時。
■場 市役所1階ロビー。
※安全な血液供給実施のため、献血条件
などがあるので、お問い合わせは下記ま
でお願いします。
■問 健康増進課総務班（中央保健センター
内・緯碓42 5595）、千葉県赤十字血液セン
ター推進課（緯047－457－9927）。

献血にご協力ください
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▲華やかな衣装が特徴の平岡鳥見神社の獅子舞

　新春にあたり、消防職団員の士気高揚
を図り、職務遂行への決意を新たにする
ため、下記のとおり「平成25年印西市消
防出初式」を開催します。
胸日時…1月12日臥・午前10時～。
胸会場…松山下公園総合体育館（浦部）。
■問 防災課防災班（緯内線453）。

 平成25年
印西市消防出初式を開催

平成24年の出初平成24年の出初式式
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現在の印西クリーンセンタ現在の印西クリーンセンターー


